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とりつつ、Customer Focused Marketing Ltd というコンサルティング会社を経営しているデ
ヴィッド・ダン教授であり、長年の経験でまとめた著書を知人である明治大学の菊池一夫先
生をはじめとする研究者グループが翻訳したものである。
　本書は 3 部構成となっており、第 1 部として、「組織におけるデザイン思考の枠組み（フ
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え、実行してきたスティーブ・ジョブズ氏や、日本での駐在経験のある P&G 社の元 CEO、
A.G. ラフリー氏等、我が国の影響を受けた事例もみられた。ただし、我が国の企業は、現在、
短期的な利益を追求するあまり、イノベーションという言葉が先行し、デザイン思考をきっ
かけとした取り組みの導入に躊躇い、あるいは導入してもなかなか定着しない状況である。
世界的には、デザイン思考を用いたイノベーションによる商品、サービスの展開が散見され
るものの、組織における導入や定着はまだ困難な状況にある。
　では、我が国を顧みると、思考や定着というキーワードから、トヨタ生産方式が連想され
る。トヨタでは「改善」という思想が当たり前の習慣として定着しており、極端に言えば、
日ごろの習慣のように従業員全員がその思考に沿って行動している。ただし、一般論として
の広がりはあまりみられていない。今後、我が国の企業に新たなイノベーションを実現する
ためのきっかけとして、組織へのデザイン思考の導入、定着をさせるにあたって、トヨタの
「改善」思想との共通の部分も考えながら、本書を参照されると大変興味深いものとなろう。
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